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ウォータープルーフケース 

スポーツパック 
取扱説明書 

お買い上げいただきありびとラございまず。 

A 注意 


電気製品は安全のためのま意事項を守5ないと、乂災や人身 
事故になることびあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製 
品の取り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよく 
お読みのラえ、 製品を安全にお使いください。お読みになつ 
たあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してくださ 
し、。 


SPK-HCG 


© 2011 Sony Corporation Printed in Japan 


http://www.sony.co.jp/ 

この説明書は、古紙70%政上の再生紙と、 

V0C (揮発性有機化合物)ゼ□植物油型イ 
ンキを使用しています。 

必ずお読みください 

• 必ず事前に、正常に動作するか、水漏れはないかを確認してくださし、。 

• 万一、スポーツパック (UTF 本 機とする)の不具合により水漏れ事故を起 
こした場を、内部機材(デジタルビデオカメラレコーター似下 カメラ 
とする）、バッテ U —など)の損傷、および記録内容や撮影に要した諸費 
用などの補償は、ご容赦ください。 


主な特長 

• 本機は ソニーの カメラ対応の スポーツ パックです。 

対応カメラ： 

HDR - PJ 50 V / PJ 50/ PJ 40 V / PJ 30 V / PJ 30/ PJ 20/ PJ 10, 

HDR - CX 700 V / CX 700 / CX 690/ CX 560 V / CX 560/ CX 550 V / CX 550/ 
CX 520 V / CX 520/ CX 505 V / CX 500 V / CX 500 / CX 360 V / CX 360/ CX 120/ 
CX 106/ CX 105/ CX 100/ CX 12/ CX 1 1 / CX 7/ CX 6, 
HDR - XR 550 V / XR 550/ XR 520 V / XR 520/ XR 500 V / XR 500 / XR 350 V / 
XR 350/ XR 200 V / XR 200/ XR 160/ XR 155/ XR 150/ XR 106/ XR 105/ XR 101/ 
XR 100, 

HDR - SR 12/ SR 11/ SR 10/ SR 8/ SR 7/ SR 5, 

HDR - UX 20/ UX 19/ UX 10/ UX 9, 

HDR - HC 9/ HC 7/ HC 5, 

DCR - SX 60/ SX 50/ SX 41 / SX 40/ SX 3 1 / SX 30, 

DCR - SR 220/ SR 210/ SR 88/ SR 87/ SR 85/ SR 78/ SR 77/ SR 75/ SR 68/ SR 67 / 
SR 65/ SR 58/ SR 57/ SR 55/ SR 48/ SR 47/ SR 46/ SR 45/ SR 38/ SR 37/ SR 36 / 
SR 35, 

DCR - DVD 910/ DVD 850/ DVD 810/ DVD 710/ DVD 708/ DVD 650/ 

DVD 610/ DVD 608 /DVD 引 0/ DVD 450/ DVD 410/ DVD 3 1 0/ DVD 308 / 
DVD 306/ DVD 150/ DVD 115/ DVD 110/ DVD 109/ DVD 108/ DVD 106, 
DCR - HC 62/ HC 54/ HC 53/ HC 52/ HC 5 1 / HC 48/ HC 47/ HC 45/ HC 38 / 
HC 37 

* 対象のカメラはすべての国/地域で取り扱いしているわけではありませ 

• お手持ちのカメラに本機を取り付けると、雨天時や海辺(水中では水深5 
ml ； (内)での撮影びでさます。 


まをのために 


ソニー 製品は、安全に充分配慮して設計されていまず。しかし、まちびった 
使いかたをすると、火災などによる人身事故び起さるおそれびあり危おで 
ず。事故を防ぐためにホのことを必ずお守0ください。 

• ままのためのま意事項を守る 
• 故障した6使わずに、ソニーの相談窓□へ相談ずる 
• 万一異常び起さた 6 


変な音やにおい、 
煙び出た場合は 




電源を切る 


ソニーの相談窓口へ相談ずる 



警告表示の意味 

この取扱説明書では、次のよラな表示をしています。表示の内容 
をよく理解してから本又をお読みくださし、。 

この表示のを意事項を守らないと、感電やその他 

IA ミ主意1 

の事故によりけびをしたり周辺の家財に損害を与 
えたりすることびあります。 

0 

行為を禁止ずる記号 

禁止 



へク±± 1下記の注意事項を守6ないと、 
A 汪'局 I けがくをずることびありまず。 


衝撃を与えない 

ガラス部分び割れて、けびの原因となることびあります。 


0 

禁止 


取り扱い上のを意 

• 本機を水隙や水中でご使用になる 
とさは、ショルダーベルト对まずし 
てください。けびの原因となるこ 
とびあ0まず。 

• ご使用いただけるメモ U —カード 
("ゾモ U —スティックデュオ"、 

SD カード)の種類については、カメ 
ラの取扱説明書をご確認<ださい。 

• 本体の前にあるフ n ントガラスに 
強い衝撃を与えないでください。 
割れることびあります。 

• 海辺や海上での本機の開閉はでさ 
るだけ避けてください。カメラの 
取り付けやテープ、メモ U —力一 
ド、ディスクの交換などは、湿気の 
少ない、潮風のあた5ない場所で 
行ってください。 

• 本機を水中に測ブ込まないでくだ 
さい。 

• 波び高い場所でのご使用は避けて 
ください。 

• 激しい流れ、段差のあるり I や滝の水 
びかかる場所でのご使用は避けて 
ください。 

• 次のよラな環境でのご使用は避け 
て < ださい。 

-局温多湿な場尸斤 

一40 C を超スる温水の中 

-0 む政下の場所 

結震、水漏れ、カメラの故障の原因 

になります。 


• 湿度の多いところでのカメラの取 
0付けは避けてください。結露の 
原因となります。 

• 周囲温度び35でを超えるときのご 
使用は、連続1時間内にしてくだ 
さい。 

• 炎天下に長時間放置しないでくだ 
さい。やむをえず直射曰光のあた 
る場所に置く場合は、上か5タオル 
などをかけておいて < ださい。 

本機にサンオイルなどび付着し 
たとさは、必ず说るま湯でよく 
洗い流してください。付着した 
まま放置していると、本機表面 
の変色やダメージ(表面のヒビ 
など)の原因とな0ます。 


水漏れについて 

万一内部に水滴などび確認された場 
をは、ただちにご使用を中止してく 
ださい。 

カメラび说れた場合は、至急ソニー 
の相談窓□へご相談ください。修理 
費用はお客様のご負担となります。 


0リングの 
取り扱いかた 


0 リングとは？ 

0 U ングを使って本機などの機器の 
防水性を保ちまず。 



0リングのメンテナンスは非常 
に重要です。正し<取り扱わな 
いと、水漏れの原因になります。 


0 リングの取り扱いかた 
0 リングを取り付ける 

0 U ングの取り付けは、砂やほこりの 
ない場所で行ってください。 


• 目に見えないコなどび付着して 
いることをあるので、指先で触って 
点検してくださし、。 

• 0 U ングをおを取る際、巧やティツ 
シュペー■ノ く一の繊維び残5ないよ 
ラに気をつけてくださし、。 

• 0 U ングにヒビ割れ、ゆびみ、つぶ 
れ、ささくれ、傷、砂かみなどびない 
か確認し、ある場合は必ず交換して 
ください。 



▲ささくれ ▲傷 ▲砂かみ 


3 0 リングの溝を点検ずる。 


砂粒や乾いて固まった塩び入りこ 
んでいる場をびあるので、エアー 
スプレーで 吹 さ 飛ばしたり、綿棒 
を使って、了寧に取り除いてくだ 
さい。綿棒の糸くずびはいらない 
よラに、ごま意くださし、。 


0 リングを取りはずず。 



0 U ングを取りはずすときは、図の 
よラに0 U ングを押さえつけなび 
5、矢印の方向にずらしてくださ 
い。 0 U ングにたるみびでさます 
ので、簡単に取0はずすことびでを 
ます。 

0リングを取りはずず隙、 jn によつ 
て0 U ングを傷つけないよラごミ主 
意ください。 

先のとびったちのや金属などは、本 
機の溝や 0 U ングに傷をつける恐 


4 0 リングの反対側の接細面 
も同様に点検ずる。 


5〇リングにグリスを塗る。 



• 上の図のように 0 U ングに 米粒大 
のグリスを、 指の腹で全体に薄く均 
一に塗って < ださい。 

• 紙や布は、繊維び付着することびあ 
るので、使わないでください。 

• 0 U ングの表面には、いつを薄くグ 
U スびついているよラにして<だ 
さい。グ U スは 0 U ングを保護し、 
摩耗を防ぎます。 

• グ U スを塗0終えた 0 U ングは、机 
上などに置かずにそのまま溝に取 
り付けてください。 

6 0 リングを溝に取り付ける。 

UTF の点にを意して、0リングを 
溝に均等に入れてください。 

-0 U ングになどび付着して 
し、ないか 

一 〇|」ングびねじれていないか 


ださい。 

2〇リングを点検ずる。 

• 政下の点を充分確認して、柔らかい 
巧かティッシュペーパーで必ずこ 
れらを取り除いてください。 

-3 ミ、砂粒、毛髪、ほこり、塩、糸く 
ずなどび付着していないか 
-ちいグリスび残っていないか 



d ：^ 


技 

▲ゴ S ▲砂粒 ▲毛髪 

▲ほこり 

▲塩 

▲糸 < ず 


水漏れの確認方法 

0 U ングの交換後は、ご使用の機器 
を収納する前に、本機を開じて、水中 
(約15 cm ) に約3分間沈めて、水漏れ 
びないことを確認してください。 


お手入れ 

0 U ングの溝に海水び入ったまま乾 
燥してしまラと、塩の結晶びでさて 
しまい、0リングの機能を損なう恐 
れびあ0ます。 


0 リングの耐用年数 

本機の使用頻度や保を状態によって 
変わりますび、1年程度です。傷や 
ヒビびなくてわ変形や摩擦により、 
防水機能は落ちてをます。ヒビ割れ 
やゆびみ、つぶれ、ささくれ、傷、砂か 
みなどの症状びでたら、新しいわの 
と交撰してくださし、。 

交換後に、水漏れしないことを確認 
して < ださし、。 


グ U スについて 

グ I 」スは付属のグ U スをお使いくだ 
さい。他社のグ I 」スを使ラと、 0 U 
ングを傷めて、水漏れします。 


くもり止めリキッドについて 

本機のフ□ントガラスに付属のくち 
り止め U キッドを塗布すると、くも 
り止めに効果びあります。 

•くわり止めリキッドの使巧方法 
フ□ントガラスの内側に2〜3滴 
たらして、コットン、柔らかい布、 
ティッシュペーノ 等でク U - 
ナー液び均等に広びるよラに巧い 
て < ださい。 


乾燥剤について 

くちり止め U キツドに加え、さ5に 
くちり止め効果を高めたい場含、付 
属の乾燥剤を合わせてご使用くださ 
い。新しい1枚を撮影の1〜2時間前 
に入れてください。フ□ント内の台 
座レールの間に入れ、台座でかみ込 
まないよラごミ主意ください。未使用 
の乾燥剤は袋に入れ、入0 □を密封 
して保存してください。使用後のち 
のは元の袋に戻さないでください。 
未使用のちののくを0止め効果びな 
くなります。 

乾燥剤は充分に乾燥させることによ 
り、繰り返し約200回使用することび 
でをます。 

くちり止め効果を高めるため使用す 
る場をは、新しいわのをお使いくだ 
さい。本機の中に入れたままにしな 
いで < ださし、。 



お手入れのしかた 

• 海でのご使用後は、必ず、バックル 
をはずす前に真水(水道水など)で 
洗い、塩分や砂をおとしてか5、乾 
いた柔5かい巧で水分を巧を取つ 
てください。30分程度、真水に浸 
してお<ことをおすすめします。 
塩分びついたままにしておくと、金 
属部分び傷ついた0、さびた0し 
て、水漏れの原因になることびあり 
ます。真水に浸しておくとをは、イ也 
の機器にぶつけたりしないよラご 
を意ください。水圧び低く、日 I 」ン 
グのたわみびルさい状態で過大な 
衝撃を加えると、水漏れの原因にな 
ることびあ0ます。 

• サンオイルなどび付着したとさは、 
城るま湯でよく洗い流してくださ 
い。 

• 本機内部は、乾いた柔らかい巧で拭 
き、 水洗いはしないでください。 
上記のお手入れは本機をご使用のた 
びに必ず巧ってください。 

シンナー、 ベンジン、 アルコール など 
は表面の仕上げを傷めますので、使 
わないで < ださい。 


保管ずるときは 



• 0リングの祟化を防ぐため、お買い 
上げ時に付いていたスペーサーを 
取り付けてください。 

• 図のよラに、音声/ U モートプラグ 
のプラグ部を台座のプラグ差し込 
み部に差し込んでください。 

• 0 U ングの劣化を防ぐため、ボディ 
を開じたあとバックルは締めない 
で < ださし、。 

•0 U ングにホコリびつかないよラ 
にして < ださい。 

• 高温、寒;令、多湿な場所や、ナフタ U 
ン、しよラのラなどを入れている場 
所での保管は、機材を傷めますので 
避けてください。 


保証書と 

アフターサービス 


保証書 


保証書は国のに限6れていまず 

付属している保証書は、国内仕様で 
ず。外国で万一、故障、不具合び生じ 
た場合の現地でのアフター サー ビス 
およびその費用については、ご容赦 
<ださい。 


• この製品には保証書び添付されて 
いますので、お買い上げの隙お買い 
上げ店でお受けとり < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容を 
お確かめのラえ、大切に保管してく 
ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ日より1年 
間です。 


アフターサービス 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合 
は、ご要望により有料修理させてい 
たださます。当社では本機の補修用 
性能部品(製品の機能を維持するた 
めに必要な部品)を、製造打ち切り後 
8年間保有しています。この部品保 
有期間を修理巧能の期間とさせてい 
ただをます。 


調子が悪いとさはまずチ I ックを 

"故障かな？と思った 5" の項を参考 
にして故障かどラかお調べくださ 
い。 

それでち具台の悪いとさは 

ソニーの相談窓□へご相談くださ 
し、。 

ご相談になるとをはなのことをお知 
5せ < ださし、。 

•型名： SPK-HCG 

•故障の状態：でさるだけ詳し< 

参お買い上げ曰 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理さ 
せていたださます。 

詳し < は保罰書をご覧ください。 


0リン义グリス、くも D 止めリキッドについて 

ご購入はソニーの相談窓□にご相談ください。 

ご購入されると去は、品名、番号をご連絡ください。 

0リング(番号 3-098-143-01) 

グ U ス(番号 2-582 -目 20-01) 

くもり止めリキッド(番号 3-072-039-01) 


幸く早る。お問公含复首樂ミ方法などは、 http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談な口 



フリーダイヤル . 01 20-333-020 



携帯電話- PHS- —部の IP 電話 •' 046巨-3 1-2 已11 


を記を号へ接続後、 

受付時間ち〜金： 9:00〜18;00 


最 巧のガイダンスが 

±.曰’祝日：注日日〜 17: 日日 


流れている間に 

修理巧鼓窓口 

ri 

r 400 j+r#j 

フリーダイヤル . 01 20-222-330 

r 

を巧してください。 

携帯電話- PHS-- 部の IP 電話’ - 046日- 31-2 已31 


直巧、担当窓 □へ 

※取扱説日月書’ U モコン等の曆入ネ目該はこち5へお巧い合わせください。 


おつなざしまず。 

受付時間月〜金：目:日日〜吕日:日0 



±.日-祝日：目:00〜17:00 



FAX 供ぉ ) 01 20-333-389 I 



ソニー株式会社〒1 08-0075 ま京都港区港南1 -7-1 













































































































る部のなまえ 


ワイドボタン 
PHOTO ボタン 

START/STOP 

ボタン 


バックル 
グリップベルト 


フ□ント部 


リア部 


0リング 


テレボタン 
MODE ボタン 
POWER ボタン*2 



兰脚用ネジ巧 


ステレオマイク 


ショルダーベルト取り付け部 
ケーブル保持部 
スぺ ーヴー *3 



台座 


音声/リモート 

プラグ 


*1 START / STOP ボタンには、ボタン上面に赤いマークび付いています。 
か POWER ボタンには、ボタン上面に緑のマークび付いています。 

ご使巧になるとさは取りはずしてください。 


主な仕様 

材質 

プラスチック （ PC 、 ABS )、 
ガラス 

防水構造 

0 U ング、バックル 

耐圧 

水深5のまで 

が部より操作可能な動作 

撮影-再生時の電源入/切、 
録画開始/停止、フォト操作、 
ズーム操作 

がおす法 

約 159 X 148 X 220 mm 
(幅/高さ/契巧さ） 

質量 

約 960 g (本体のみ） 

同徊物 

ウ オーター プルーフケース （1) 
ショルダーベルト （1) 

台座 D (1) 

台座 F -2 (1) 

台座 G (1) 


台座 H (1) 

台歯-2 (1) 

台座」 （1) 

台座 K (1) 

台座 L (1) 

己脚ネジプレート （1) 

反射防止 U ング ( M 30 X 043)(1) 
反射防止 U ング ( M 30 X 047)(1) 
反射防止 U ング ( M 30 X 0 50)(1) 
反射防止 U ング ( M 30 X 058)(1) 
反射防止 U ング ( M 30 X 062)(1) 
反射防止 U ング ( M 37 X 049)(1) 
反射防止 U ング ( M 37 X 055)(1) 
グ U ス （1) 

スペーヴーり） 

くもり止め U キツドり） 

乾燥剤 （1) 

印刷物一式 

本機の仕様および外観は、改良のため予 

告なく変更することびありますびご了 

承 < ださし、。 


スポーツパックを巧う 


準備ずる 

1 本機にカメラを取り付ける。 

「スポーツパック準備ガイド」をよくお読みのうえ、手順に従って取り付 
けて < ださし、。 

2 電源を入れる。 

本機の POWER ボタンを巧すと、カメラ/本機の電源び入ります。カメラ 
は動画撮影モードになります。 

ご注意 

撮影スタンバイび5分 ULb 続<と自動的に電源び切れます。これはバッ 
テリーの消耗を防ぐためです。この機能は、カメラ側で「自動電源オフ」 
を r なし」にすることびでをます。詳しくは、お使いの力;ラの取扱説明 
書をご覧ください。 

撮影スタンバイに戻すには、 POWER ボタンを押して再度 「 ON 」 にしてく 
ださい。 

3 カメラのモードを設定ずる。 

MODE ボタンを押すと、カメラのモードび下記の順で切り誓わります。 
動画撮影モードー ► 静止画撮影モードー ► 画像再生モードー^ 

開閉式ミラーで力 ラの液晶画面を確認しなび5、カメラびご希望のモー 
ドになるまで MODE ボタンを巧して切り換えてください。 

カメラの各モードについて、詳しくはお使いの力;ラの取扱説明書をご 
覧ください。 



カメラによっては、静止画撮影モードでの動画撮影や動画撮影モードで 
の静止画撮影びでをます。 

詳しくはカメラの取扱説明書をご覧ください。 

ご注意 

• MODE ボタンを押したとさ、フォトボタンのないカメラでは、 

[- ► 動画撮影モード— ► 動画撮影モード— ► 画像再生モード —I 

の順で切0誓わ0ます。 

• 動画撮影中にモードボタンを押さないでください。モードボタンを押 
すと動画撮影び停止し、静止画撮影に切0誓わる場合びあります。 


開閉式 S ラーを開< 

開閉式 S ラーに映る映像を見なび5撮影することびでさます。 
©「 OPEN 」 部を持って、開閉式ミラーを開く。 

③上下の羽を広げ、羽の巧を固定巧の凸部にはめ込む。 




開閉式ミラーを閉じるときは 

上下の羽の固定をはずし、下の羽から閉じます。 


撮影ずる 


画像を見る 


動画を撮露する 

動画をテープ、メモ U —力ード、ディスク、八ードディスク、内蔵メモ U - に 
記録しまず。 

7 MODE ボタンを押してカメラを動画撮影モードにずる。 
2 START / STOP ボタンを押ず。 

撮影び始まります。 

撮影を止めるには 

START / STOP ボタンを押します。 

わラー度、 START / STOP ボタンを巧すと撮影び開始されます。 

電源を切るには 

撮影を止めた状態で POWER ボタンを押して rOFF 」 にします。 

ズーミングのしかた 

速度び2段階に変化しまず。 

軽く押すとゆっくりズーミングし、さらに巧すと早くズーミングします。 


ワイドボタンを押し 
続けると、徐々に広 
角 ( Wide ) になりま 
す。 


s' 

テレボタンを押し続 
けると、徐々に望遠 
( Telephoto ) になりま 
す。 



静止面を撮誘ずる 

静止画をメモ U —カード、ディスク、 A — ドディスク、内蔵メモリーに記録し 
ます。 

7 MODE ボタンを押してカメラを静止画撮影モードにずる。 

2 PHOTO ボタンを軽く押ず。 

巧晶画面表示の緑の*び点滅か5点巧に変わ0撮影巧能になりまず。 

* この状態では、画像は記録されていません。 

3 PHOTO ボタンを深く押ず。 

PHOTO ボタンを深く押したとさの画像び記録されます。 

カメラによっては、デュアル記録がでをまず。詳しくはカメラの取扱説明書 
をご覧ください。 

ご注意 

©本機を使ってナイトショット撮影等、暗闇で撮る機能を使用することは 
でをません。 

③本機を使ってカメラの内蔵ライト機能、フラッシュ機能、テレマク□機能 
を使用することはでさません。 

③本機を使ってカメラの手ブレ補正機能、顔検出機能、自動逆光補正機能、 
スポット(測光、フオーカス)機能、内蔵マイクを使用することはできませ 
ん。 

® 本機を使って位置情報を取得する GPS は使用することはできません。 

⑥動画、静止画の記緑先をメモリーカードと八ードディスクなど複数のメ 
ディアを選べるカメラびあります。詳しくはカメラの取扱説明書をご覧 
ください。 

⑥カメラによっては、"メモ U - スティックマイク□"をご使用になること 
びできます。"メモ1」ースティックマイク□"をご使用になる隙は、必ず 
カメラの取扱説明書にある使巧上のごま意事項をよくお読みのラえでご 
使巧 < ださい。 


力六ラの I 」モコンを受光部(フ□ントの中央部）に向けて操作すると、液晶画 
面で画像をみることびでをます。 

音声は聞こえません。 

そのイ也の操作ち全て U モコンで巧ってください。詳しくはお使いの力六ラ 
の取扱説明書をご覧ください。 

ご注意 

①カゾラのメニュー「リモコン」を「切」にしている場含、リモコンでの操作 
はでさませんので、「入」にして<ださい。 

U モコンを付属していないカメラではこの機能はお使いになれません。 
③本機ではプ□ジェクター機能は使用できません。 


ビデオカメラを取0はずず 

7 POWER ボタンを押して電源を切る。 



2バックルをはずして、リア部を開ける。 

別紙の r 回台座の準備」の手順1を参照してください。 

ごま意 

本機を開けるとさは、本機と体についた水分を充分に}式き取ってか日開 
け、水滴び内部のカメラにかからないよラにしてくださし、。 

3台座を引き出ず。 

台座の片側のノブを押さえるよラにしてつかみ、□ックをはずしカメラ 
をゆっくりと引さ出しまず。 



4カメラに取り付けたプラグびフ□ント部のがに出てきた 
ところでいったん止め、プラグをはずず。 


ごま意 

音青/1」モートプラグのプラグ部を持って巧実にはずして < ださし、。 
コード部を持って巧いた D 、プラグびはずれていない状態で台座を引さ 
出すとプラグやカメラの端テの破損の原因となります。 

5台座を取りはずず。 


巧障かな？とおった6 

修理にお出しになる前に、をう1度点検してみましょう。 

それでも正常に作動しないときは、ソニーの相談窓□へご相談くださし、。 

□音声び記録されていない 

カメラの A / V 端子、 A / V 0 UT 端子または A / VU モート端子に音声/リ 
モートプラグをしっかりと差し込む。 

□本機に水び入る 

バックルをカチッと□ックされるまで締める。 

- H 0 U ングを正しく装着する。 

一 0 U ングにキズ、ヒビ割れび入っている場合、新しいわのと交換する。 
□撮影びでさない 

バッテ U —を充分に充電する。 

カメラの A / V 端子、 A / V 0 UT 端子または A / VU モート端子に音声/リ 
モートプラグをしっかりと差し込む。 

テープび終わ0になっている場合、別のカセットを入れる。またはテー 
プを卷き戻す。 

-^><モリーカードの残量がない場合、別のメモ U —力ードを入れる。また 
は不要なデータを消す。 

カセット、メモ U —カードの誤消去防止つまみ、スイッチを戻す(つま 
み、スイッチのある場合)。または別のカセット、メモリーカードを入れ 
る。 

ディスクの空き容量びない場合、新しいディスクを入れる。または初期 
化する （ DVD - R 、 DVD+R DL をお使いの場合を除く）。 

ディスクびファイナライズされている場合、ファイナライズ解除する 
( DVD - R 、 DVD + RDL をお使いの場合を除く）。 

八ードディスクの空さ容量びない場合、不要なデータを消す。 

□電源び入5ない 

電源を入れてか5撮影可能になるまで数秒かかるカメラちあ0ますび、 
故障ではあ0ません。 

電源を切った直後は電源び入5ないため、カメラの液晶画面び消えてか 
5数秒政上おさ、再度電源を入れる。 

電源を切ってか5カメラのランプびしば5 く点滅する場合は、ランプび 
完全に消えてか52秒政上おさ、再度電源を入れる。 

□電源び切れない 

電源を切ってか5カメラのランプび点滅して消えるまで数秒かかる力 
メラもありますび、故障ではあ0ません。 

□本機に水び入っているように見える 

本機の下図位置には空洞びあり、ここには海水、水び流入、排出する構造 
になっています。この空洞部分は内部と遮断されてお0、水滴び付いて 
いてち、故障ではありません。 



□本機のボタンび重い/引っかかり感びある/戻りび遅い 

ボタンの内部には 0 U ングび入っているため、時間をおいてのご使用開 
始時はこのようになることびありますび、故障ではありません。 





























































































































